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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
　

＜連絡事項＞

· 7／20　小坂医師による安全管理についての勉強会があります。対象者は平成18年1月以降の中途採用者、4月新採用者になります。（15:30～病院2階会議室）

· 7／17から下舘GOMが異動になります。後任は未定のため、当面は江刺家IOOが上司になります。

＜外来情報＞　

· 横町　浩様　～「風邪の為トローチを飲んでいる」「夏バテで体重が減った」話されている｡風
　　　　　　　邪薬処方を希望されているが、様子観察としている。

· 田澤　勝敏様～「7／15に弟が来て青山荘退所の話をする。8／10に青山荘退所し、むつ市の実
　　　　　　　家に帰る予定。風邪気味だが暑いのでマスクをはずしている｡」と話されている。

· 関　秀治様　～「４～５日前に尿失禁あった」と話されている｡7／15～7／18まで外泊予定との
　　　　　　　こと。

· 関口　禅様　～八戸赤十字病院精神科、定期外来受診時に、対人恐怖の訴えありセルシンが処方
　　　　　　　されたとのこと。

· 北嶋　剛様　～「スポーツジムで膝靭帯をきった。三川医師より家で天井を見てぼんやりと寝て
　　　　　　　いるよりデイケアへ行ったほうが良いと説明されたため、デイケアに来た」と話
　　　　　　　されている。
　　　　　　
　　　　

＜利用者様情報＞

· 鈴木　恵美子様～昨日、診断書料の領収書に０を一つ加えて『10,500円』⇒『10,5000円』と書き
　　　　　　　　かえられていた。母様より諸経費として15,000円もらってきていたとのことで、
　　　　　　　　母様に本日電話にてその旨伝えている。
　　　　　　　　今週に入ってから体調不良の訴え多く聞かれている事も合わせて報告している。
　　　　　　　　また、食事を摂らなかったとの報告も本人様から聞かれていた為、その事につい
　　　　　　　　ても確認。「3食ちゃんと食べさせています」との返答得ている。

＜食事サービス提供委員会・報告内容検討＞

· 7月12日、特別食のセットミスあり。

· ナイトケアより「丼物」｢パスタ｣「季節に応じたもの。例えば土用の丑の日にはうな丼など」を出して欲しいとの希望あり。

· 折れた箸が入っている事がある。

· 極刻み食が、刻まれていない事がある。

· 7月12日のおかずが不足していた。

· セレクトの日に関して、A・Bどちらにつくものかを記入して欲しい。

＜デイナイトケア利用者検討会＞

○大野　友章様　（63）　統合失調症

　　初発　　　　：10代（19歳時初回入院）

発病時の状態：気に入らない事があると、包丁を持って追いまわす

問題点　　　：整容（衣服・保清・整髪）、自己中心的な言動、指示的な言動によるトラブルの恐れ、セクハラ発言、退所についての言動

【現状】

・プログラム全般について集中が持続せず、席を立ったり状況に合わない言動が見られる。

　・SSTの中で、｢名前を呼んでから話し掛ける｣という指摘を他者から受け、その後実践している。

　・プログラム中に突然笛を吹くことがある。

　

　【検討】

　・地域で生活していく上で整容は重要。デイナイトケアでの目標として、第一に整容面へのアプローチを考えている。

　　⇒主病名は統合失調症であるが、根底に精神遅滞があることを視野に入れて考えることが必要。

　　⇒デイナイトケアという場が、どのような場所であるかを考え、出来る事・出来ない事の選定を行なう事が必要。

　　⇒最終的な目標・到達点の設定がないと、方向性がずれていく。

　　⇒問題点ばかりではなく健康な部分も評価し、修正していく方向で進めていくのか、健康な部分を伸ばして問題となる部分をカバーするのか考えていく事も必要。

　　⇒スタッフが問題であると捉えている言動が発生するに至る原因を探る事も必要。

　　⇒他者の賞賛を受けると、誉められた言動を実行することが見られることも参考にしたアプローチを考えると有効ではないか。

　　⇒スタッフが本人様の言動に対して注意する事で、他メンバーの本人様の評価も否定的なものとなるのではないか。他メンバーとの関係性も視野に入れた対応策を考える事が必要。

　【対応策】

　　・目標として、対人関係面に焦点を当てたものに検討しなおす。

　　・検討内容に挙がった項目を参考に対応策について検討しなおす。

　　・次回検討時に再度報告する。

